
(57)【要約】

【課題】スコープと外部装置との間の電気的接続を最小

の本数で行い、接続ピンの接続不良、破損等を防止する

。

【解決手段】映像信号及び制御信号を無線通信方式の無

線周波数に変換し、この無線周波数を用いて、スコープ

１０とプロセッサ装置１２との間に設けた１本の同軸ケ

ーブル３３を介して有線通信する。また、コネクタ１０

Ｃと光源装置１１との間に、一次巻線２４ａ及び二次巻

線２４ｂからなる電磁結合手段を設け、これによってス

コープ１０への電力供給を電磁誘導にて行う。これによ

り、スコープ１０とプロセッサ装置１２及び光源装置１

１のとの間が、アース線を含めて２本の電線のみで接続

することが可能となる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 観 察 体 を 撮 像 す る 撮 像 素 子 が 設 け ら れ た 電 子 内 視 鏡 と 、 こ の 電 子 内 視 鏡 が 着 脱 自 在 に 接
続 さ れ 、 上 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 信 号 に 基 づ い て 映 像 表 示 の た め の 処 理 を 施 す プ ロ セ
ッ サ 装 置 と を 含 ん で な る 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
上 記 電 子 内 視 鏡 及 び プ ロ セ ッ サ 装 置 に 配 置 さ れ 、 こ れ ら 双 方 間 で 映 像 信 号 及 び 制 御 信 号 を
所 定 の 無 線 通 信 方 式 の 無 線 周 波 数 に 変 調 し 、 か つ こ の 無 線 周 波 数 を 元 の 映 像 信 号 及 び 制 御
信 号 へ 復 調 す る 無 線 送 受 信 回 路 と 、
こ の 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 の 双 方 の 無 線 送 受 信 回 路 を 接 続 す る 伝 送 線 と 、
上 記 電 子 内 視 鏡 と 電 源 を 持 っ た 外 部 装 置 と を 電 磁 結 合 し 、 電 磁 誘 導 に よ っ て 電 力 を 供 給 す
る 電 磁 結 合 手 段 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 無 線 送 受 信 回 路 に 、 無 線 用 ア ン テ ナ を 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ 記 載 の
電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 子 内 視 鏡 装 置 、 特 に 被 観 察 体 を 撮 像 す る 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 等 の 外 部
装 置 と の 間 に お い て 、 映 像 信 号 及 び 制 御 信 号 を 伝 送 し 、 か つ 電 源 電 力 を 供 給 す る た め の 構
成 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 電 子 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） に 、 例 え ば 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ
ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） が 搭 載 さ れ て お り 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ で 撮 像 さ れ た
被 観 察 体 の 撮 像 信 号 が プ ロ セ ッ サ 装 置 に て 映 像 処 理 さ れ 、 こ の 映 像 信 号 を モ ニ タ 等 へ 出 力
す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 上 記 の 映 像 信 号 や 制 御 信 号 は 、 ス コ ー プ と プ ロ セ ッ サ 装
置 を 接 続 す る ケ ー ブ ル 及 び コ ネ ク タ を 介 し て 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ４ に は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 へ ケ ー ブ ル を 接 続 す る 様 子 が 示 さ れ て お り 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １
に は 、 電 源 ス イ ッ チ ２ が 設 け ら れ る と 共 に 、 電 気 接 続 用 の コ ネ ク タ 受 け ３ （ 図 で は 実 際 よ
り も 大 き く 描 い て あ る ） が 設 け ら れ る 。 一 方 、 ス コ ー プ 側 の ケ ー ブ ル ４ に は 、 コ ネ ク タ プ
ラ グ ５ が 設 け ら れ 、 こ の コ ネ ク タ プ ラ グ ５ を 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ の コ ネ ク タ 受 け ３ に 結
合 す る こ と に よ り 、 信 号 線 及 び 電 源 線 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ３ １ ３ ４ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ６ － ３ ３ ５ ４ ５ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ５ ７ ５ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 ス コ ー プ と プ ロ セ ッ サ 装 置 １ を 接 続 す る ケ ー ブ
ル ４ に 多 数 の 信 号 線 と 電 源 線 を 含 ん で お り 、 例 え ば こ の ケ ー ブ ル ４ の コ ネ ク タ ５ に お い て
は ５ ０ ピ ン 等 の 多 ピ ン 構 造 （ 例 え ば 特 開 平 ７ － ３ １ ３ ４ ５ ４ 号 公 報 ） と な る た め 、 こ の 中
の 接 続 ピ ン で 接 触 不 良 が 生 じ た り 、 接 続 ピ ン が 破 損 し た り す る 恐 れ が あ り 、 コ ス ト 的 に も
高 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 多 数 の 信 号 線 と 電 源 線 を ケ ー ブ ル ４ 内 に 収 納 し 、 コ ネ ク タ （ ３ ， ５ ） で 接 続 す る と
い う 構 成 の 場 合 、 伝 送 中 に ノ イ ズ が 映 像 信 号 へ 混 入 し た り 、 コ ネ ク タ 部 か ら 不 要 電 波 が 輻
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射 さ れ 、 他 の 機 器 へ 影 響 を 与 え た り す る 等 の 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
な お 、 上 記 特 開 平 ６ － ３ ３ ５ ４ ５ ０ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ５ ７ ５ ６ 号 の 公 報 に は 、 ス コ
ー プ と プ ロ セ ッ サ を ワ イ ヤ レ ス で 通 信 可 能 に し た 電 子 内 視 鏡 装 置 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ
装 置 等 の 外 部 装 置 と の 間 の 電 気 的 接 続 を 最 小 の 本 数 で 行 い 、 接 続 ピ ン の 接 続 不 良 、 破 損 等
を 防 止 す る と 共 に 、 ノ イ ズ 混 入 の 防 止 、 不 要 電 波 の 輻 射 低 減 を 図 る こ と が で き る 電 子 内 視
鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 被 観 察 体 を 撮 像 す る 撮 像 素 子 が 設 け
ら れ た 電 子 内 視 鏡 と 、 こ の 電 子 内 視 鏡 が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ 、 上 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ
た 信 号 に 基 づ い て 映 像 表 示 の た め の 処 理 を 施 す プ ロ セ ッ サ 装 置 と を 含 ん で な る 電 子 内 視 鏡
装 置 に お い て 、 上 記 電 子 内 視 鏡 及 び プ ロ セ ッ サ 装 置 に 配 置 さ れ 、 こ れ ら 双 方 間 で 映 像 信 号
及 び 制 御 信 号 を 所 定 の 無 線 通 信 方 式 の 無 線 周 波 数 （ 無 線 周 波 数 帯 の 信 号 ） に 変 調 し 、 か つ
こ の 無 線 周 波 数 を 元 の 映 像 信 号 及 び 制 御 信 号 へ 復 調 す る 無 線 送 受 信 回 路 と 、 こ の 電 子 内 視
鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 の 双 方 の 無 線 送 受 信 回 路 を 接 続 す る 伝 送 線 と 、 上 記 電 子 内 視 鏡 と 電 源
を 持 っ た 外 部 装 置 と を 電 磁 結 合 し 、 電 磁 誘 導 に よ っ て 電 力 を 供 給 す る 電 磁 結 合 手 段 と を 設
け た こ と を 特 徴 と す る 。 上 記 外 部 装 置 は 、 電 源 を 有 す る プ ロ セ ッ サ 装 置 、 光 源 装 置 等 と な
る 。
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 上 記 無 線 送 受 信 回 路 に 、 無 線 用 ア ン テ ナ を 接 続 し た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 請 求 項 １ の 構 成 に よ れ ば 、 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 の 無 線 送 受 信 回 路 が 例 え ば １
本 の 同 軸 ケ ー ブ ル （ 又 は ア ー ス 線 を 含 め て ２ 本 の 電 線 ） か ら な る 伝 送 線 で 接 続 さ れ 、 ま た
こ の 電 子 内 視 鏡 と 例 え ば 光 源 装 置 （ 又 は プ ロ セ ッ サ 装 置 ） の 間 は 、 空 間 ト ラ ン ス に よ っ て
電 磁 結 合 さ れ 、 接 続 電 線 の な い 電 磁 誘 導 に よ っ て 電 力 が プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 電 子 内 視 鏡 側
へ 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 上 記 無 線 送 受 信 回 路 で は 、 映 像 信 号 と 制 御 信 号 が 所 定 の 無 線 通 信
方 式 の 無 線 周 波 数 に 変 換 さ れ 、 こ の 無 線 周 波 数 （ 電 波 ） が 上 記 伝 送 線 を 介 し て 有 線 で 送 受
信 さ れ る 。 こ の 無 線 通 信 方 式 と し て は 、 各 種 の 周 波 数 帯 の も の が 適 用 で き る が 、 ブ ル ー ト
ゥ ー ス 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ １ ． １ １ （ ａ ， ｂ ） 等 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 電 子 内 視 鏡 と 外 部 装 置 と の 間 の 電 気 接 続 （ 信 号 線 及 び 電 力 線 ）
が 例 え ば １ 本 の 同 軸 ケ ー ブ ル の み に よ っ て 達 成 さ れ る こ と に な り 、 電 気 接 続 に 関 す る 装 置
の 信 頼 性 が 向 上 す る と 共 に 、 従 来 の 多 ピ ン 構 造 に よ っ て 生 じ て い た 不 都 合 が 良 好 に 解 消 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 及 び 図 ２ に は 、 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う
に 、 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 ） １ ０ 、 光 源 装 置 １ １ 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １
２ 等 か ら 構 成 さ れ る 。 こ の ス コ ー プ １ ０ は 、 先 端 部 １ ０ Ａ 、 操 作 部 １ ０ Ｂ 、 光 源 側 コ ネ ク
タ （ 部 ） １ ０ Ｃ 、 プ ロ セ ッ サ 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｄ を 有 し 、 こ の 光 源 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｃ は 光 源
装 置 １ １ に 接 続 さ れ 、 プ ロ セ ッ サ 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｄ が プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ に 接 続 さ れ て い
る 。 上 記 光 源 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｃ の ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 接 続 部 は 、 ア イ ソ レ ー シ ョ ン を 維 持
す る た め に 絶 縁 部 材 を 介 し て 光 源 装 置 １ １ に 接 続 さ れ る 。 上 記 光 源 装 置 １ １ に は 、 光 源 ラ
ン プ １ ４ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ラ ン プ １ ４ か ら の 光 が ラ イ ト ガ イ ド １ ５ を 介 し て ス コ ー
プ 先 端 部 １ ０ Ａ へ 導 か れ 、 被 観 察 体 へ 照 射 さ れ る 。 こ の ス コ ー プ 先 端 部 １ ０ Ａ に は 、 固 体
撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ が 設 け ら れ て お り 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ は 上 記 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ か
ら の 光 照 射 に 基 づ い て 被 観 察 体 を 撮 像 す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に お い て 、 ス コ ー プ １ ０ 内 に は 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ の 駆 動 信 号 を 含 む 各 種 の タ イ ミ ン グ
信 号 を 発 生 ・ 出 力 す る タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ １ ８ 、 ス コ ー プ １ ０ 内 の 各 種 回 路 を 制 御 す
る マ イ コ ン １ ９ 、 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ と 自 動 利 得 制 御 を 行 う 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ ／ 自
動 利 得 制 御 （ Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ ） 回 路 ２ ０ 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ で 得 ら れ た 映 像 信 号 や 制 御 信 号
を 無 線 通 信 方 式 の 無 線 周 波 数 （ 帯 ） へ 変 換 （ 又 は 逆 変 換 ） す る た め の 変 調 及 び 復 調 を 行 う
モ デ ム ２ １ 、 こ の モ デ ム ２ １ で 得 ら れ た 変 調 周 波 数 と 無 線 周 波 数 と の 間 の 変 換 （ ア ッ プ コ
ン バ ー ジ ョ ン ） 、 逆 変 換 （ ダ ウ ン コ ン バ ー ジ ョ ン ） 等 を 行 う 送 受 信 部 ２ ２ が 設 け ら れ 、 こ
の モ デ ム ２ １ と 送 受 信 部 ２ ２ で 送 受 信 回 路 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 無 線 通 信 方 式 と し て は 、 短 波 か ら マ イ ク ロ 波 、 ミ リ 波 ま で の ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ３ ０ ０ Ｇ Ｈ
ｚ の 各 周 波 数 帯 の 通 信 方 式 を 用 い る こ と が で き 、 近 年 で は 、 ２ ． ４ ５ Ｇ Ｈ ｚ 帯 を 利 用 す る
ブ ル ー ト ゥ ー ス （ ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ ） 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ １ ． １ １ （ ａ ， ｂ ） 等 が 注 目 さ れ
て お り 、 こ れ ら を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 ス コ ー プ １ ０ に は 、 電 磁 結 合 手 段 を 構 成 す る 二 次 巻 線 ２ ４ ｂ と 電 源 （ 電 力 ） 供 給 回
路 （ パ ワ ー サ プ ラ イ ） ２ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 二 次 巻 線 ２ ４ ｂ は 例 え ば 図 ２ に 示 さ れ
る よ う に 、 光 源 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｃ の 光 源 装 置 １ １ 側 の 面 に 配 置 さ れ る 。 一 方 、 こ の コ ネ ク
タ １ ０ Ｃ が 対 向 す る 光 源 装 置 １ １ 側 の 面 に 、 上 記 二 次 巻 線 ２ ４ ｂ に 電 磁 的 に 結 合 す る 一 次
巻 線 ２ ４ ａ が 設 け ら れ 、 こ の 一 次 巻 線 ２ ４ ａ と 二 次 巻 線 ２ ４ ｂ で 電 磁 誘 導 に よ り 電 力 を 供
給 す る 電 磁 結 合 手 段 が 構 成 さ れ る 。 ま た 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 上 記 一 次 巻 線 ２ ４ ａ は
パ ワ ー サ プ ラ イ （ Ｐ Ｓ ） 制 御 部 ２ ９ を 介 し て 電 源 供 給 回 路 ３ ０ に 接 続 さ れ 、 こ の 電 源 供 給
回 路 ３ ０ が コ ン セ ン ト ３ １ に よ っ て 商 用 電 源 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 上 記 ス コ ー プ １ ０ と プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ は 、 １ 本 の 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ３ に よ っ て 接
続 さ れ る 。 即 ち 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 光 源 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｃ の 内 部 に は 、 周 囲 に 電 気
シ ー ル ド を 有 し 上 述 し た ス コ ー プ １ ０ 内 の 回 路 の 一 部 を 配 置 し た 回 路 ボ ッ ク ス ３ ４ が 設 け
ら れ て お り 、 こ の 回 路 ボ ッ ク ス ３ ４ か ら 引 き 出 さ れ た １ 本 の 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ３ が プ ロ セ ッ
サ 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｄ に よ っ て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ へ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ で は 、 上 記 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ３ に 対 し 、 ア イ ソ レ ー シ ョ
ン 部 （ パ ル ス ト ラ ン ス 又 は 電 気 － 光 変 換 回 路 ） ３ ６ を 介 し て 送 受 信 回 路 ３ ７ 、 モ デ ム ３ ８
が 接 続 さ れ る 。 こ の 送 受 信 回 路 ３ ７ で は 、 変 調 周 波 数 と 無 線 周 波 数 （ 帯 ） と の 間 の 変 換 及
び 逆 変 換 を 行 い 、 モ デ ム ３ ８ で は 、 無 線 周 波 数 を 映 像 信 号 及 び 制 御 信 号 へ 変 換 （ 又 は 逆 変
換 ） す る た め の 変 調 及 び 復 調 を 行 う モ デ ム ３ ８ が 設 け ら れ る 。 こ れ ら の 送 受 信 回 路 ３ ７ （
２ ２ ） 及 び モ デ ム ３ ８ （ ２ １ ） か ら な る 送 受 信 回 路 で は 、 例 え ば ブ ル ー ト ゥ ー ス （ ｂ ｌ ｕ
ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ ） 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ １ ． １ １ （ ａ ， ｂ ） 等 の 各 周 波 数 帯 の 通 信 方 式 が 用 い ら れ
る が 、 こ の 際 に は 、 周 波 数 分 割 変 調 （ Ｆ Ｄ Ｍ ） や 時 分 割 変 調 （ Ｔ Ｄ Ｍ ） 等 に よ っ て 、 映 像
信 号 と 制 御 信 号 が 効 率 よ く 送 信 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ に は 、 上 記 モ デ ム ３ ８ の 出 力 を 入 力 す る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ９ 、 Ｙ
（ 輝 度 ） 信 号 及 び Ｃ （ 色 差 ） 信 号 等 の 映 像 信 号 を 形 成 す る と 共 に 、 カ ラ ー 映 像 形 成 の た め
の 各 種 処 理 を 施 す Ｄ Ｓ Ｐ （ デ ジ タ ル シ グ ナ ル プ ロ セ ッ サ ） 回 路 ４ ０ 、 静 止 画 形 成 等 の た め
に 使 用 さ れ る 画 像 メ モ リ ４ １ 、 Ｙ 信 号 と Ｃ 信 号 か ら Ｒ Ｇ Ｂ モ ニ タ 用 の Ｒ （ 赤 ） ， Ｇ （ 緑 ）
， Ｂ （ 青 ） 信 号 を 形 成 す る マ ト リ ク ス 回 路 ４ ２ 、 他 の モ ニ タ 用 の Ｙ 信 号 、 Ｃ 信 号 及 び コ ン
ポ ジ ッ ト 信 号 を 形 成 す る エ ン コ ー ダ ４ ３ 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ 内 の 上 記 回 路 を 統 括 制 御 す
る マ イ コ ン ４ ４ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 上 記 コ ン セ ン ト ３ １ に よ り 光 源 装 置 １ １ の 電 源 を 投 入 す る
と （ プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ で も 電 源 が 投 入 さ れ る ） 、 電 源 供 給 回 路 ３ ０ 、 Ｐ Ｓ 制 御 回 路 ２ ９
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を 介 し て 一 次 巻 線 ２ ４ ａ に 電 力 が 供 給 さ れ 、 こ の 電 力 は 一 次 巻 線 ２ ４ ａ と 二 次 巻 線 ２ ４ ｂ
の 電 磁 誘 導 に よ っ て ス コ ー プ 側 の 電 源 供 給 回 路 ２ ５ へ 供 給 さ れ る 。 こ の 電 源 供 給 回 路 ２ ５
で は 、 ス コ ー プ １ ０ 内 で 必 要 と な る 所 定 の Ｄ Ｃ 電 源 が 形 成 さ れ 、 こ の Ｄ Ｃ 電 源 が 各 回 路 へ
供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ １ ８ か ら 出 力 さ れ た 駆 動 信 号 に よ っ て Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ が 駆 動
さ れ 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ で は 被 観 察 体 が 撮 像 さ れ 、 こ の 撮 像 信 号 は Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ２ ０
へ 供 給 さ れ る 。 こ の Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ２ ０ で は 、 撮 像 信 号 が 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ さ れ
る と 共 に 所 定 の ゲ イ ン で 増 幅 さ れ 、 映 像 信 号 と し て モ デ ム ２ １ へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の モ デ ム ２ １ で は 、 映 像 信 号 が 所 定 の 無 線 通 信 方 式 の 搬 送 波 に 重 畳 さ れ る 形 で 変 調 さ れ
、 こ の 変 調 後 の 搬 送 波 は 送 受 信 回 路 ２ ２ を 介 し て 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ３ へ 出 力 さ れ る 。 そ し て
、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ で は 、 ア イ ソ レ ー シ ョ ン 部 ３ ６ を 介 し て 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ３ か ら 供 給
さ れ た 上 記 無 線 周 波 数 が 送 受 信 回 路 ３ ７ で 受 信 さ れ 、 モ デ ム ３ ８ で は 、 復 調 に よ っ て 搬 送
波 に 重 畳 さ れ た 映 像 信 号 が 取 り 出 さ れ る 。 ま た 、 ス コ ー プ １ ０ 側 か ら の 制 御 信 号 も 同 様 に
し て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ へ 伝 送 さ れ 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ 側 か ら の 制 御 信 号 に つ い て は 、
モ デ ム ３ ８ 、 送 受 信 回 路 ３ ７ を 介 し て 無 線 通 信 方 式 の 搬 送 波 に 重 畳 さ れ て お り 、 こ の 結 果
、 ス コ ー プ １ ０ 側 で 受 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 モ デ ム ３ ８ で 復 調 さ れ た 映 像 信 号 は 、 Ｄ Ｓ Ｐ 回 路 ４ ０ で 所 定 の 処 理 が 施 さ れ た 後 、 マ
ト リ ク ス 回 路 ４ ２ か ら Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 と し て 出 力 さ れ る と 共 に 、 エ ン コ ー ダ ４ ３ か ら Ｙ （ 輝 度
） ， Ｃ （ 色 差 ） 信 号 等 と し て 出 力 さ れ 、 こ れ ら の 映 像 信 号 に よ っ て モ ニ タ 等 に 被 観 察 体 の
映 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 映 像 信 号 及 び 制 御 信 号 が １ 本 の 同 軸 ケ ー ブ ル 又 は ア ー
ス を 含 め て ２ 本 の 電 線 で 伝 送 さ れ 、 ま た 電 力 が 電 磁 誘 導 で 供 給 さ れ る の で 、 コ ネ ク タ 接 続
に 関 す る 装 置 の 信 頼 性 が 著 し く 向 上 す る こ と に な る 。 そ し て 、 従 来 の 多 ピ ン コ ネ ク タ の 接
続 と 比 較 す る と 、 映 像 信 号 に ノ イ ズ が 混 入 す る こ と が 防 止 さ れ 、 不 要 電 波 の 輻 射 も 低 減 で
き る 。 即 ち 、 従 来 の 多 ピ ン 構 造 で は 、 映 像 信 号 、 制 御 信 号 又 は 各 種 周 波 数 の ベ ー ス バ ン ド
信 号 （ 高 速 パ ル ス 信 号 ） を 別 々 の 電 線 （ 信 号 線 ） で 伝 送 す る こ と に な る が 、 こ れ ら の 電 線
は 並 走 し て い る た め に 上 記 ベ ー ス バ ン ド 信 号 が 映 像 信 号 等 に 混 入 し 、 ま た こ の 各 種 周 波 数
の ベ ー ス バ ン ド 信 号 が 不 要 電 波 と し て 輻 射 さ れ る 。 本 願 発 明 で は 、 無 線 周 波 数 に 変 調 し て
１ 本 の 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ３ で 伝 送 す る の で 、 他 の 電 線 に 対 す る 影 響 が な く 、 不 要 輻 射 も 低 減
さ れ る 。 更 に 、 多 ピ ン 構 造 で は 各 種 周 波 数 の ベ ー ス バ ン ド 信 号 に 対 応 し た シ ー ル ド 構 造 が
複 雑 に な る が 、 こ の シ ー ル ド 構 造 も 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 当 該 例 で は 光 源 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｃ と 光 源 装 置 １ １ の 間 に お い て 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５
の 接 続 が 絶 縁 部 材 を 介 し て 行 わ れ 、 電 源 は 電 磁 結 合 手 段 （ ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ） で 接 続 さ れ 、
プ ロ セ ッ サ 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｄ と プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ と の 間 で は 、 伝 送 線 が ア イ ソ レ ー シ ョ
ン 部 ３ ６ を 介 し て 接 続 さ れ て い る の で 、 ス コ ー プ １ ０ と 他 の 装 置 と の 間 の 電 気 的 ア イ ソ レ
ー シ ョ ン が 良 好 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
更 に 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 当 該 実 施 例 で は 、 ス コ ー プ １ ０ 側 の 送 受 信 回 路 ２ ２ に 接 続
し て ア ン テ ナ ４ ６ を 設 け 、 か つ プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ 側 の 送 受 信 回 路 ３ ７ に 接 続 し て ア ン テ
ナ ４ ７ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 は 、 ア ン テ ナ ４ ６ ， ４ ７ を 介 し た 無 線 通 信 を
行 う こ と が で き 、 こ の ア ン テ ナ 無 線 通 信 又 は 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ３ を 介 し た 無 線 周 波 数 帯 通 信
の 何 れ か の み を 用 い た り 、 こ れ ら 通 信 の 両 方 を 用 い た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
当 該 例 で は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 従 来 の ス コ ー プ と の 互 換 性 を 維 持 す る よ う に 構 成 さ
れ る 。 即 ち 、 無 線 通 信 す る 場 合 は プ ロ セ ッ サ 装 置 へ の 接 続 コ ネ ク タ は な く な る が 、 図 ３ （
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Ａ ） の よ う に 、 プ ロ セ ッ サ 側 コ ネ ク タ １ ０ Ｄ を 接 続 す る コ ネ ク タ 受 け ５ ０ に は 旧 ス コ ー プ
５ １ の コ ネ ク タ ５ １ Ｄ も 接 続 で き る よ う に な る 。 従 っ て 、 実 施 例 の 光 源 装 置 １ １ 及 び プ ロ
セ ッ サ 装 置 １ ２ に は 、 新 旧 の ス コ ー プ １ ０ ， ５ １ の 両 方 が 接 続 可 能 と な る 。 な お 、 光 源 側
コ ネ ク タ （ ラ イ ト ガ イ ド ） １ ０ Ｃ ， ５ １ Ｃ は 、 光 源 側 コ ネ ク タ 受 け ５ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 従 来 で は 例 え ば Ａ ， Ｂ の 二 種 類 の 電 子 内 視 鏡 装 置 が 存 在 し 、 こ れ ら の 装 置 で は プ ロ
セ ッ サ 装 置 に 対 す る コ ネ ク タ の 大 き さ 等 が 異 な り 、 互 換 性 が な い 。 こ れ に 対 応 し て 、 図 ３
（ Ａ ） ， （ Ｂ ） の よ う に 新 し い 装 置 を 製 作 す る 場 合 、 光 源 装 置 と プ ロ セ ッ サ 装 置 が 一 体 化
さ れ た 光 源 及 び プ ロ セ ッ サ 装 置 ５ ４ に は 、 Ｂ タ イ プ 旧 ス コ ー プ ５ ３ の コ ネ ク タ ５ ３ Ｄ を 接
続 す る コ ネ ク タ 受 け ５ ５ が 設 け ら れ る が 、 こ れ に は Ａ タ イ プ の コ ネ ク タ １ ０ Ｄ を 接 続 す る
こ と が で き な い 。 し か し 、 ア ン テ ナ ４ ６ ， ４ ７ を 備 え る こ と に よ っ て 無 線 通 信 も 可 能 と な
っ て い る の で 、 こ の Ａ タ イ プ の 新 ス コ ー プ １ ０ を Ｂ タ イ プ の 光 源 及 び プ ロ セ ッ サ 装 置 ５ ４
に 接 続 し て 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 光 源 側 コ ネ ク タ （ ラ イ ト ガ イ ド ） １ ０ Ｃ ，
５ ３ Ｃ は 、 光 源 側 コ ネ ク タ 受 け ５ ６ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
更 に 、 上 記 の 図 ３ の （ Ａ ） ， （ Ｂ ） の 新 ス コ ー プ Ａ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ 側 コ ネ ク タ １ ０
Ｄ を 設 け ず 、 新 ス コ ー プ を 使 用 す る 場 合 、 無 線 の み に よ っ て 信 号 通 信 を 行 う よ う に 構 成 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 当 該 実 施 例 で は 、 一 次 巻 線 ２ ４ ａ と 二 次 巻 線 ２ ４ ｂ か ら な る 電 磁 結 合 手 段 を ス コ ー
プ １ ０ と 光 源 装 置 １ １ と の 間 に 設 け た が 、 こ れ を ス コ ー プ １ ０ と プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ と の
間 、 或 い は ス コ ー プ １ ０ と 他 の 専 用 の 外 部 電 源 装 置 と の 間 に 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 映 像 信 号 及 び 制 御 信 号 を 無 線 通 信 方 式 の 無 線 周 波
数 に 変 換 し 、 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 と の 間 の 通 信 を 、 無 線 周 波 数 を 使 っ て 伝 送 線 （
有 線 ） に て 行 い 、 か つ 光 源 装 置 又 は プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら の 電 子 内 視 鏡 へ の 電 力 供 給 を 電 磁
結 合 手 段 で 行 う よ う に し た の で 、 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 が 例 え ば 同 軸 ケ ー ブ ル １ 本
に て 接 続 さ れ 、 従 来 の 多 ピ ン 構 造 に お け る ピ ン の 接 続 不 良 、 破 損 等 を 防 止 す る こ と が で き
、 製 作 コ ス ト も 削 減 さ れ る 。 更 に は 、 ノ イ ズ 混 入 の 防 止 、 不 要 電 波 の 輻 射 低 減 を 図 る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 上 記 無 線 送 受 信 回 路 に 無 線 用 ア ン テ ナ を 接 続 す れ ば 、 ア ン テ ナ 無 線 通 信 と 伝 送 線 を
介 し た 無 線 周 波 数 帯 通 信 の い ず れ か を 選 択 的 に 使 用 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 で の 各 装 置 の 具 体 的 な 接 続 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 装 置 と 旧 型 ス コ ー プ と 間 の 互 換 性 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お け る プ ロ セ ッ サ 装 置 と ス コ ー プ 側 の ケ ー ブ ル コ ネ ク タ
部 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 ） 、
１ ０ Ｃ … 光 源 側 コ ネ ク タ 、
１ ０ Ｄ … プ ロ セ ッ サ 側 コ ネ ク タ
１ １ … 光 源 装 置 、 　 　 　 　 １ ２ … プ ロ セ ッ サ 装 置 、
１ ６ … Ｃ Ｃ Ｄ 、 　 　 　 　 　 １ ９ ， ４ ４ … マ イ コ ン 、
２ １ ， ３ ８ … モ デ ム 、
２ ４ ａ … 一 次 巻 線 、 　 　 　 ２ ４ ｂ … 二 次 巻 線 、
２ ５ ， ３ ０ … 電 源 供 給 回 路 、
３ ３ … 同 軸 ケ ー ブ ル （ 伝 送 線 ） 、
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４ ６ ， ４ ７ … ア ン テ ナ 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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摘要(译)

示波器和外部设备之间的电气连接数量最少，以防止连接失败和连接引
脚损坏。 解决方案：视频信号和控制信号被转换为无线电通信系统的射
频，并且该射频用于通过位于示波器10和处理器设备12之间的单个同轴
电缆33进行有线通信。 要做。 另外，在连接器10C与光源装置11之间设
有由一次绕组24a和二次绕组24b构成的电磁耦合单元，由此，通过电磁
感应向镜体10供电。 结果，示波器10和处理器装置12以及光源装置11可
以仅通过包括接地线的两条电线连接。 [选型图]图1
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